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初
め
は
日
吉
で
、
後
に
三
田
―
―
慶
應
義
塾
大
学
に
入
学
す
れ
ば
全
員
こ
の
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ぶ
も
の
と
思
っ
て
い
る
方
は
意
外
と
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ご
承
知
の
通
り
そ
れ
が
当
て

は
ま
る
の
は
文
・
経
済
・
法
・
商
の
４
学
部
の
み
。
文
学
部
は
2
年
次
か
ら
、
他
の
３
学
部
は
３
年
次

か
ら
三
田
で
学
び
ま
す
。

　
三
田
、
日
吉
、
信
濃
町
、
矢
上
、
湘
南
藤
沢
、
そ
し
て
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
。
現

在
、
義
塾
の
６
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
10
学
部
の
学
部
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
じ
塾
生
と
い
え
ど
も
、
学
部
が
違
い
、
ま
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
離
れ
て

い
る
と
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、
ど
ん
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
は
見
え
に
く

い
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、「
医
学
部
生
は
い
つ
か
ら
白
衣
な
の
か
」「
理
工
学
部
生

が
ど
の
よ
う
に
学
科
を
決
め
る
の
か
」な
ど
、
”耳
に
し
た
こ
と
も
な
い
“
と
い
う
塾

生
は
き
っ
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
学
窓
を
離
れ
た
塾
員
の
方
々

は
、
自
身
が
在
学
し
た
頃
と
今
の
学
生
生
活
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
か
を
な
か
な
か

知
り
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
の
特
集
で
は
、
学
部
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
に
注
目
し
な
が
ら
塾
生
た
ち
の

学
生
生
活
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
学
び
の
様
子
や
卒
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
課

外
活
動
の
実
態
な
ど
を
、
塾
生
の
声
も
交
え
て
お
届
け
し
ま
す
。

信
濃
町
︵
医
︶、矢
上
︵
理
工
︶、芝
共
立
︵
薬
︶

の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
塾
生
た

ち
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
の
仲
間
と

知
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
日
吉
で
の
生
活
は

貴
重
な
経
験
で
す
。

　

２
年
進
級
と
と
も
に
三
田
へ
移
る
文
学
部

は
、
17
専
攻
に
分
か
れ
、
多
様
な
学
問
分
野

を
展
開
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
学
部
生

は
２
年
次
か
ら
い
ず
れ
か
の
専
攻
に
籍
を
置

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
深
め
て
ゆ
き
ま

※
特
集
に
掲
載
し
て
い
る
各
学
部
の
「EVEN

TS

」
は
、
２
０
１
２
年
度
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

2
0
1
3
年
度
以
降
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
３
４
︵
昭
和
９
︶
年
に
開
設
さ
れ
た
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
文
・
経
済
・
法
・
商
・
医
・

理
工
・
薬
の
各
学
部
生
が
、
教
養
科
目
・
外
国

語
科
目
・
専
門
基
礎
科
目
を
学
ん
で
い
ま
す
。

進
級
と
と
も
に
三
田
︵
文
・
経
済
・
法
・
商
︶、

塾
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
、

過
ご
し
て
い
る
の
か
？
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EV
EN

T
S

1年生

塾生はどのように学び、過ごしているのか？

2年生3年生4年生

す
。
１
年
次
の
後
期
に
各
専
攻
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
始
ま
り
、年
明
け
に
は
志
望
届︵
W
e
b

エ
ン
ト
リ
ー
︶
を
提
出
。
志
望
者
が
集
中
し

た
場
合
は
、﹁
参
考
試
験
﹂
と
い
う
選
抜
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
専
攻
に
分

か
れ
た
後
も
、
文
学
部
全
体
に
開
か
れ
た
講

義
科
目
は
多
く
、﹁
芸
術
と
文
明
﹂﹁
人
の
尊

厳
﹂﹁
比
較
精
神
史
﹂
等
の
オ
ム
ニ
バ
ス
形

式
の
授
業
の
ほ
か
、
久
保
田
万
太
郎
記
念
講

座
、
遠
山
記
念
音
楽
学
講
座
、
松
永
記
念
文

化
財
研
究
基
金
に
よ
る
文
化
財
科
学
な
ど
の

記
念
講
座
や
、﹁
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂

﹁
文
献
学
の
世
界
﹂
な
ど
の
寄
附
講
座
と
多

彩
な
形
式
の
講
義
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
、
2
0
1
2
年
度
か
ら
義

塾
の
学
部
と
し
て
初
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ

ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
政
治
学
院
︵Sciences Po

︶
ル
・

ア
ー
ヴ
ル
校
と
義
塾
の
双
方
で
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
国
際
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
指
す

3
・
4
年
生
を
対
象
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
役
立
つ
実
践
的
な
経
済
学
教
育
を
、

少
人
数
ク
ラ
ス
、
か
つ
英
語
で
提
供
す
る

P
C
P
（P

ro
fe
s
s
io
n
a
l C
a
re
e
r 

Program
m
e

）
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
講
義
、
授
業
中
の
質

疑
応
答
・
試
験
か
ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
会
話
・
連
絡
ま
で
、
す
べ
て
英
語
で
行

わ
れ
ま
す
。
将
来
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を

早
く
か
ら
持
つ
こ
と
を
促
し
、
職
業
人
と
し

て
世
界
的
に
活
躍
す
る
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ

と
を
目
指
す
学
生
を
育
て
る
、
人
気
の
高
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

法
学
部
で
興
味
深
い
の
が
”副
専
攻
“
制

度
。
1
・
2
年
次
に
学
習
し
た
人
文
科
学
や

自
然
科
学
の
分
野
を
、
3
年
次
以
降
も
研
究

会
に
所
属
し
て
体
系
的
に
継
続
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
た
と
え
ば
、

﹁
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
化
と
社
会
﹂﹁
言
語

学
﹂
と
い
っ
た
研
究
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

一
定
の
成
果
を
お
さ
め
た
場
合
に
は
﹁
副
専

攻
﹂
と
し
て
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
法

律
学
や
政
治
学
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
幅
広
い

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
実
学
﹂
を
重
視
す
る
商
学
部
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
「
社
会
と
の
対
話
」
を

設
置
。
派
遣
先
は
幅
広
く
、
大
手
企
業
だ
け

で
な
く
官
庁
や
地
方
の
中
小
企
業
、
地
方
自

治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
及
ん
で
い

ま
す
。
2
年
次
夏
休
み
の
派
遣
に
向
け
て
事

前
教
育
が
行
わ
れ
、
研
修
後
は
報
告
書
の
作

成
、
学
内
で
の
最
終
報
告
会
が
課
さ
れ
ま
す
。

現
実
社
会
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
目
的
意

識
の
明
確
化
が
な
さ
れ
、
さ
ら
な
る
勉
学
意

欲
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

□
入
学

□
文
学
部  

専
攻
分
け

　
　
　
　
　
　

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
12
月
）

　
　
　
　
　
　

・
志
望
W
e
b
エ
ン
ト
リ
ー
（
１
月
）

　
　
　
　
　
　

・（
参
考
試
験
）

　
　
　
　
　
　

・
専
攻
決
定
（
３
月
）

□
商
学
部  

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｐ
試
験

　
　
　
　
　
　

・
入
学
直
後　
（
４
月
・
入
学
式
当
日
）

　
　
　
　
　
　

・
２
年
進
級
前
（
１
月
）

□
文
学
部  

日
吉
か
ら
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

　
　
　
　
　
　

17
専
攻
に
配
属
（
４
月
）

　
　
　
　
　
　

入
ゼ
ミ
の
応
募
・
選
考
（
11
月
頃
～
）

　
　
　
　
　
　
【
美
学
美
術
史
学
専
攻
】

　
　
　
　
　
　

・
京
都
・
奈
良
な
ど
へ
「
見
学
旅
行
」

　
　
　
　
　
　
【
国
文
学
専
攻
】

　
　
　
　
　
　

・
飛
鳥
・
吉
野
な
ど
へ
「
万
葉
旅
行
」

□
経
済
学
部　

入
ゼ
ミ
説
明
会

□
法
学
部　
　
　

▼

□
商
学
部  

応
募
、
選
考
（
11
月
頃
～
）

□
経
済
学
部　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
募
・
選
考

　
　
　
　
　
　
（
10
～
3
月
）

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｐ
応
募
・
選
考
（
１
～
3
月
）

■
商
学
部  

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目

　
　
　
　
　
　
「
社
会
と
の
対
話
」（
通
年
）

□
文
学
部  

ゼ
ミ
開
始
（
４
月
）

□
経
済
学
部

□
法
学
部  

日
吉
か
ら
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

□
商
学
部  

ゼ
ミ
開
始
（
４
月
）

■
経
済
学
部　

Ｐ
Ｃ
Ｐ
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

開
始

（
４
月
）

■
法
学
部  

副
専
攻
研
究
会　

開
始
（
４
月
）

□
卒
業
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医
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□
医
療
系
三
学
部
（
医
・
看
・
薬
）
合
同
初
期
教
育

　
「
グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
患
者
中
心
の
医
療
実

践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

□
北
里
柴
三
郎
初
代
学
部
長
を
祖
父
に
持
つ
北
里
一
郎

氏
に
よ
る
特
別
講
演

■
E
E
P
：
高
齢
者
施
設
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等

□
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
医
学
の
基
本
科
目
講
義
（
解
剖
学
・
生
理
学
等
）
開
始

□
研
究
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
短
期
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
研
究
）
募
集

□
解
剖
諸
霊
供
養
法
会
（
増
上
寺
）

□
研
究
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
研
究
室
配
属
開
始
、
大
学

院
講
義
先
取
り
開
始
）

□
臨
床
系
講
義
（
内
科
学
・
外
科
学
等
）
開
始

■
自
主
学
習
（
実
験
・
研
究
）
科
目
開
始

□
医
療
系
三
学
部
合
同
中
期
教
育

□
自
主
学
習
成
果
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

□
診
断
学
実
習
（
実
技
）
開
始

□
C
B
T
（
全
国
医
学
部
客
観
試
験
”知
識
“）

□
O
S
C
E（
全
国
医
学
部
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
”技
能
“）

□
白
衣
式
（
白
衣
は
医
学
部
か
ら
寄
贈
）

■
臨
床
実
習
開
始
（
６
年
11
月
ま
で
）

□
医
療
系
三
学
部
合
同
後
期
教
育

□
短
期
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
臨
床
）
※

□
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
組
み
合
わ
せ
発
表

□
臨
床
実
習
終
了

■
医
師
国
家
試
験
（
2
月
）・
合
格
発
表
（
3
月
）・
卒
業

※
2
0
1
2
年
夏
は
希
望
者
21
名
が
参
加
。
坂
野
君
は
米
国
の
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
病
院
で
約
2
カ
月
間
の
臨
床
実
習
を
行
い
、「
日

米
の
医
療
現
場
の
違
い
を
知
る
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
」と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

医
学
部
６
年

坂ば
ん

野の

　
彩あ

や
君

医
学
部
は
６
年
制
。
１
学
年
の
定
員
は
１
１
２
名
と
少
人
数
で
す
。
２
年
次
以
降
は
日
吉
か
ら
信
濃
町

に
移
り
ま
す
。
独
自
の
３
学
期
制
と
な
り
、
夏
冬
春
の
休
み
も
短
め
で
す
。
授
業
は
、
基
本
的
に
は
１

学
年
全
員
で
受
講
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
全
科
目
必
修
で
す
。
５・６
年
次
は
学
内
外
約
80
の
病
院
の
現
場

で
臨
床
を
学
び
ま
す
。
医
師
に
は
体
力
も
重
要
、
体
育
会
の
活
動
も
実
は
盛
ん
で
す
。

School of M
edicine 

EV
EN

T
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1年生2年生3年生4年生5年生6年生

　

チ
ー
ム
医
療
を
重
視
す
る
医
学
部
で
は
、

1
年
次
の
９
月
に
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
介
護
者
の
見
習
い
と
し
て
１
週
間

の
Ｅ
Ｅ
Ｐ
（
早
期
医
療
現
場
体
験
実
習
）
を
行

い
ま
す
。﹁
看
護
師
さ
ん
や
介
護
士
さ
ん
が
、

重
度
心
身
障
害
者
の
一
人
一
人
に
き
ち
ん
と

向
き
合
う
姿
は
、
医
学
生
を
超
え
た
一
人
の

人
間
と
し
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
﹂

と
坂
野
彩
君
︵
医
学
部
6
年
︶。

　

２
年
次
秋
に
は
、３
名
１
組
で
約
２
カ
月
間
、

毎
日
４
時
限
通
し
の
解
剖
実
習
が
あ
り
ま
す
。

　
﹁
毎
朝
、
御
遺
体
に
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
感
謝
の
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
、
メ
ス
を
握
り

ま
す
。
最
初
は
戸
惑
い
ま
す
が
、
続
け
て
い
る

う
ち
に
医
学
生
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
人

体
を
と
こ
と
ん
学
ぶ
こ
と
に
集
中
し
ま
し
た
﹂

　

４
年
次
の
自
主
学
習
で
は
、
研
究
室
で
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
各
自
で
研
究
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
﹁
私
は
循
環
器
内
科
教
室
の
指
導
の
下
で
、

心
不
全
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
し
ま
し
た
﹂

　

５
年
次
か
ら
は
い
よ
い
よ
臨
床
実
習
。
学

生
が
接
す
る
こ
と
が
あ
る
と
来
院
さ
れ
る
方

に
断
っ
た
上
で
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
患
者
さ
ん
に
問
診
し
て
教
員
か
ら
カ
ル
テ

の
作
成
指
導
を
受
け
ま
す
。
外
科
系
の
診
療

科
で
は
手
術
を
見
学
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
﹁
患
者
さ
ん
に
接
し
、自
分
の
所
見
や
意
見
を

言
い
、
指
導
医
の
下
で
治
療
の
実
態
を
知
り
、

医
師
と
な
る
こ
と
の
実
感
が
育
つ
時
期
で
す
﹂

　

国
家
試
験
を
経
て
卒
業
後
は
、
初
期
臨
床

研
修
に
進
み
、
２
年
間
研
修
医
と
し
て
経
験

を
積
み
、
後
期
臨
床
研
修
で
臨
床
各
科
に
進

む
ほ
か
、
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
に
進
む

道
も
あ
り
ま
す
。

　

医
学
部
体
育
会
の
各
部
は
、
東
日
本
医
科

学
生
総
合
体
育
大
会
で
総
合
優
勝
の
結
果
を

出
す
ほ
ど
、
盛
ん
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
坂

野
君
は
医
学
部
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
主

将
を
務
め
、
人
脈
も
広
が
っ
た
そ
う
で
す
。



塾  WINTER 2013 NO.2775

　

理
工
学
部
の
入
学
試
験
は
、
類
似
す
る
分

野
の
い
く
つ
か
の
学
科
を
包
括
し
た
５
つ
の

「
学
門
」
の
中
か
ら
学
び
た
い
分
野
を
選
ん

で
受
験
す
る
方
式
で
す
。﹁
学
門
﹂
と
は
”学

び
“
の
庭
の
入
口
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、

学
門
1
～
５
は
、
物
理
、
数
学
、
化
学
、
メ

カ
ニ
ク
ス
、
情
報
の
分
野
に
相
当
し
ま
す
。

　

メ
カ
ニ
ク
ス
分
野
の
学
門
４
で
入
学
し
た

飯
尾
俊
哉
君
︵
理
工
学
部
４
年
︶
は
、
機
械

工
学
科
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
、
管

理
工
学
科
、
応
用
化
学
科
の
中
か
ら
機
械
工

学
科
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
﹁
学
科
の
選
択
時
は
、
各
学
科
が
用
意
し
た

展
示
を
見
た
り
、
興
味
を
引
か
れ
た
研
究
室
を

訪
ね
て
説
明
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。
比
較
検
討

し
て
学
科
を
決
め
ら
れ
る
の
は
、
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。
１
年
の
終
わ
り
と
い
う
時
期
も
、
早

過
ぎ
ず
遅
過
ぎ
ず
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
﹂

　

”理
工
学
部
は
忙
し
い
“と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、飯
尾
君
は
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
え
、

環
境
保
護
関
連
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
思
い
通

り
に
で
き
ま
し
た
﹂
と
言
い
ま
す
。

理
工
学
部 

編

■
「
学
門
」
別
入
学

□
学
門
別
に
基
礎
教
育
科
目
を
学
ぶ

□
自
然
科
学
実
験

□
理
工
学
概
論

　
（
理
工
学
最
先
端
の
内
容
を
含
ん
だ
全
15
回
に
わ
た
る

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
）

□
人
間
教
育
講
座

■
学
科
分
け
説
明
会
（
12
月
上
旬
矢
上
で
開
催
）

□
学
科
の
所
属
に
な
る
（
全
11
学
科
）

□
学
科
ご
と
の
専
門
基
礎
科
目
を
履
修

□
理
工
学
基
礎
実
験

□
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動

□
学
科
専
門
科
目
を
履
修

□
各
学
科
設
置
の
実
験
科
目
を
履
修

□
工
場
見
学

□
研
究
室
配
属
希
望
を
出
す

□
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
研
究
室
に
所
属
（
輪
講
や
卒
業
研
究
開
始
）

■
大
学
院
設
置
科
目
の
先
取
り
履
修
可
能

□
大
学
院
入
試
出
願
（
4
月
下
旬
）

□
大
学
院
入
試
（
6
月
入
学
試
験
）

□
大
学
院
入
試
（
8
月
入
学
試
験
）

□
卒
業
研
究
中
間
発
表
（
夏
～
秋
）

□
卒
業
研
究
発
表
（
冬
）

□
卒
業
／
約
7
割
が
修
士
課
程
に
進
学

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
運
動
場
も
擁
す
る
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
。
運

動
場
で
は
、
”親
睦
“
と
研
究
の
合
間
の
心
身
の
”リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
“
を

目
的
に
研
究
室
対
抗
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
４
年

飯い
い

尾お

俊と
し

哉や

君

　
﹁
た
だ
し
、
１
年
目
か
ら
実
験
の
授
業
が

年
に
十
数
回
あ
り
、
毎
回
10
～
20
ペ
ー
ジ
の

詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
出
す
の
は
大
変
で
し
た
﹂

　

約
7
割
が
大
学
院
に
進
む
理
工
学
部
で
は
、

４
年
次
に
大
学
院
設
置
科
目
を
先
取
り
す
る
学

生
が
多
く
、
修
士
課
程
進
学
後
８
単
位
ま
で

修
了
単
位
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
学
部
独
自
に
ド
イ
ツ
の
ア
ー
ヘ

ン
工
科
大
学
夏
期
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
フ
ラ

ン
ス
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
英
語
論

文
の
輪
読
が
ハ
ー
ド
で
嫌
で
も
英
語
が
読
め

る
よ
う
に
な
る
と
の
声
も
。

　

食
堂
も
あ
り
ま
す
が
、
昼
食
や
お
や
つ
に

人
気
な
の
は
創
想
館
1
階
の
ラ
・
ポ
ワ
ー
ル

の
焼
き
た
て
パ
ン
。
店
内
に
は
い
つ
も
食
欲

を
そ
そ
る
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
は
、
現
代
社
会
の
複
雑
化
し
た
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
「
創
発
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
部・

大
学
院
全
体
が
学
際
的
に
協
力
・
啓
発
し
合
う
教
育
研
究
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
た
な
教

育
研
究
の
拠
点
と
な
る
新
34
棟（
仮
称
）も
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究

拠
点
の
形
成
を
目
指
し
、
２
０
１
４
年
に
創
立
75
年
を
迎
え
る
理
工
学
部
の
進
化
は
さ
ら
に
続
き
ま
す
。

Faculty of Science and Technology

EV
EN

T
S

1年生2年生3年生4年生

塾生はどのように学び、過ごしているのか？
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総
合
政
策
学
部
・

環
境
情
報
学
部 

編

総
合
政
策
学
部
３
年

香か

川が
わ

佳よ
し

広ひ
ろ

君

問
題
発
見
と
解
決
策
の
創
出
を
重
視
す
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
情
報
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
文
理
融
合
型
の

学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
を
中
心
と
す
る
自
由
な
履
修
シ
ス
テ
ム
が
特
色
で
、
塾
生
た
ち
は

自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
多
彩
な
科
目
か
ら
時
間
割
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
学
生
が
最
寄
り
駅
周
辺
に
集
中
し
て
住
ん
で
い
る
の
も
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
な
ら
で
は
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Faculty of Policy M
anagem

ent ●
 Faculty of Environm

ent and Inform
ation Studies

□
入
学

□
T
O
E
F
L
、
T
C
F
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
目

　

認
定
試
験
（
授
業
履
修
に
必
要
な
資
格
試
験
）

□
入
学
（
秋
）

■
「
研
究
会
（
ゼ
ミ
）」
履
修
開
始

□
研
究
会
・
特
別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

□
海
外
研
修

□
留
学
（
交
換
・
私
費
）

□
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
（
授
業
と
し
て
単
位
取
得
も
可
能
）

□
卒
業
（
3
・
5
年
早
期
）

□
卒
業

EV
EN

T
S

　

入
学
直
後
に
全
員
が
履
修
す
る
導
入
科
目
の

「
総
合
政
策
学
の
創
造
」「
環
境
情
報
学
の
創
造
」

で
は
、
学
部
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

多
彩
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
な
が
ら

学
部
の
全
体
像
を
示
し
ま
す
。
そ
の
後
、
塾
生

の
学
び
の
中
心
と
な
る
の
が
研
究
会
（
ゼ
ミ
）。

早
く
は
１
年
次
秋
学
期
、
多
く
が
２
年
次
か
ら

履
修
し
、
学
期
ご
と
の
変
更
や
掛
け
持
ち
︵
２

年
次
か
ら
︶
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
必
修
科
目

が
少
な
く
両
学
部
に
垣
根
が
な
い
の
も
特
徴
で
、

塾
生
は
両
学
部
共
通
の
広
い
学
問
領
域
の
な
か

か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
テ
ー
マ
を
見
つ
け
深
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
香
川
佳
広
君
︵
総

合
政
策
学
部
3
年
︶
は
、﹁
入
学
当
初
は
法
学

を
中
心
に
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
に
触
れ
て
関
心
が
移
り
、
秋

か
ら
国
際
政
治
関
連
の
研
究
会
に
所
属
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
興
味
が
広
が
り
、
現
在
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
会
で
、
日

本
人
の
寄
付
行
為
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
い

ま
す
﹂
と
言
い
ま
す
。
多
様
な
分
野
の
専
門
家

が
そ
ろ
う
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
そ
の
指
導
の
下
で

自
分
の
学
び
を
じ
っ
く
り
と
深
め
ら
れ
ま
す
。

決
し
て
広
く
浅
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

サ
ー
ク
ル
や
学
外
団
体
に
参
加
し
て
活
動

す
る
塾
生
も
目
立
ち
ま
す
。
香
川
君
は
タ
イ

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
の
地
雷
除
去
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ク
ル
P
O
M
2
の
代
表
で
す
。

　
﹁
２
０
０
３
年
に
授
業
か
ら
派
生
し
た
サ

ー
ク
ル
で
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
販
売
し
た
収
益

を
も
と
に
地
雷
除
去
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
寄
付
行
為
を
研
究
会
で
テ
ー
マ
に
し
た

き
っ
か
け
も
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動
で
し
た
﹂

　

四
国
出
身
の
香
川
君
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
最

寄
り
の
湘
南
台
で
一
人
暮
ら
し
。﹁
会
社
訪

問
な
ど
で
都
心
に
行
く
と
一
日
つ
ぶ
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
普
段
の
平
日
は
学
校
と
湘
南

台
で
完
結
す
る
の
で
不
便
に
は
感
じ
ま
せ
ん
。

休
日
は
横
浜
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
江
ノ
島
や

鎌
倉
で
遊
ん
だ
り
で
快
適
な
学
生
生
活
で
す
﹂

1年生3年生・2年生4年生ＳＦＣ未来創造カリキュラム

必
修
科
目
：
総
合
政
策
学
の
創
造
／
環
境
情
報
学
の
創
造

必
修
科
目
：
体
育
１

必
修
科
目
：
心
身
ウ
ェ
ル
ネ
ス

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
、
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
さ
ら
に
卒
業
後
も
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
健
康
面
で
の
自
己
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
基
礎
能
力
を
身
に
つ
け
る

卒
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
自
ら
の
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
各

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
る
段
階
。
入
学
後
取
り
組
ん
で
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
こ
こ
に
つ
な
が
る
）
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塾生はどのように学び、過ごしているのか？

　

多
様
な
状
態
に
あ
る
人
々
の
ケ
ア
を
目
的

に
、看
護
医
療
学
部
生
は
、４
年
間
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
実
習
を
重
ね
ま
す
。

　

１
・
２
年
次
は
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
看

護
学
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
大
学
病
院
や

外
部
の
高
齢
者
施
設
で
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

３
年
次
に
は
大
学
病
院
の
あ
る
信
濃
町
に
通

学
し
な
が
ら
、
外
部
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
な
ど

で
も
実
習
を
し
て
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
看
護
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
４
年

次
に
は
、
湘
南
藤
沢
と
信
濃
町
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、在
宅
看
護
や
ナ
ー
シ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
4
年
間
を
通

し
て
医
学
部
・
薬
学
部
と
の
合
同
で
、チ
ー
ム

医
療
の
基
礎
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
多
く
の
授
業
で
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
少
人
数
教
育
も
特
徴
で
す
。
特
に
専
門
科

目
の
演
習
や
実
習
で
は
７
～
８
人
の
グ
ル
ー

プ
を
１
名
の
教
員
が
指
導
し
ま
す
。

　

海
外
で
の
看
護
実
践
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
長
期
休
暇
期
間
に
は
、イ
ギ
リ
ス
、ア
メ

リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ラ
オ
ス
へ
の
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
者
全
員
に
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資

格
が
与
え
ら
れ
る
ほ
か
、
３
年
次
秋
学
期
に

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
選
択
コ
ー
ス
を
希
望

し
て
選
抜
さ
れ
、
４
年
次
に
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
塾
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
試
験
受

験
資
格
も
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

３
年
次
に
は
湘
南
藤
沢
か
ら
信
濃
町
に
キ

ャ
ン
パ
ス
が
移
り
ま
す
が
、
４
年
次
に
は
再

び
湘
南
藤
沢
で
学
ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
の
塾
生
は
、
１
・
２
年
次
が
湘
南

藤
沢
近
辺
、
３
・
４
年
次
は
信
濃
町
近
辺
に

住
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

学
業
以
外
で
は
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合

政
策
学
部
・
環
境
情
報
学
部
の
塾
生
と
、
音
楽

や
ス
ポ
ー
ツ
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
多
彩
な
サ
ー

ク
ル
活
動
を
行
う
ほ
か
、
交
流
が
深
い
医
学
部

の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
た
り
、
日
吉
を
拠
点
に

す
る
体
育
会
で
活
躍
す
る
塾
生
も
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
看
護
医
療
学
部
を
拠
点
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
も
活
発
で
す
。

看
護
医
療
学
部

□
入
学
／
血
液
検
査
（
抗
体
価
測
定
）

□
医
療
系
三
学
部
（
医
・
看
・
薬
）
合
同
初
期
教
育

□
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
年
3
回
）（
対
象
者
）

□
障
が
い
者
支
援
施
設
実
習

□
小
児
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
対
象
者
）

□
学
内
技
術
演
習

□
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

□
大
学
病
院
見
学
実
習

□
学
内
技
術
演
習

□
大
学
病
院
実
習

□
医
療
系
三
学
部
合
同
中
期
教
育

□
腸
内
細
菌
検
査

□
老
人
保
健
施
設
実
習
（
水
・
木
）

□
産
科
病
棟
実
習
（
水
・
木
）

■
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動

□
コ
マ
割
表
形
式
の
時
間
割

□
保
育
園
実
習

□
大
学
病
院
・
外
部
病
院
実
習
（
月
・
火
・
木
・
金
）

□
就
職
懇
談
会

□
保
健
師
・
助
産
師
選
択
コ
ー
ス
選
抜
試
験

□
助
産
師
選
択
コ
ー
ス
授
業
開
始

■
湘
南
藤
沢
へ
移
動

□
医
療
系
三
学
部
合
同
後
期
教
育

□
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

□
行
政
保
健
師
実
習
・
産
業
保
健
師
実
習

□
大
学
病
院
実
習

□
助
産
オ
ン
コ
ー
ル
実
習

□
助
産
院
実
習

■
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
国
家
試
験
（
２
月
）

□
卒
業

看
護
医
療
学
部
の
開
設
は
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
で
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
１
９
１
８
（
大
正
７
）

年
開
所
の
医
学
科
附
属
「
看
護
婦
養
成
所
」
で
あ
り
、
義
塾
に
は
長
い
看
護
教
育
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

看
護
学
科
の
み
で
1
学
年
約
1
0
0
名
と
小
規
模
の
学
部
で
す
が
、
医
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
薬
学
部
と

の
連
携
も
始
ま
り
、塾
生
た
ち
は
看
護
を
ベ
ー
ス
に
総
合
的
な
”医
療
“の
学
び
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Faculty of N
ursing and M

edical C
are

EV
EN

T
S

1年生2年生3年生4年生
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薬
学
部 

薬
学
科
６
年

五い

が

ら

し

十
嵐
彩あ

や

香か

君

薬
学
部 

薬
科
学
科
４
年

浅あ
さ

見み

賢け
ん

仁と

君

薬
学
部
は
、
慶
應
義
塾
と
77
年
の
伝
統
を
持
つ
共
立
薬
科
大
学
と
の
合
併
に
よ
っ
て
２
０
０
８
年
４
月

に
誕
生
し
ま
し
た
。
１
年
目
を
日
吉
で
、
そ
の
後
は
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
ま
す
。
主
に
薬
剤
師

を
養
成
す
る
薬
学
科
と
、
創
薬
を
中
心
に
環
境
・
生
命
科
学
の
研
究
者
と
技
術
者
を
育
成
す
る
薬
科
学

科
が
あ
り
、
薬
学
科
で
は
医
学
部
・
看
護
医
療
学
部
と
の
連
携
を
生
か
し
た
授
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Faculty of Pharm
acy

□
入
学

□
「
早
期
体
験
学
習
」
病
院
・
薬
局
・
企
業
・
研
究
所
・

大
学
内
研
究
室
（
5
～
7
月
）

■
医
療
系
三
学
部（
医
・
看
・
薬
）合
同
初
期
教
育（
薬
学
科
）

□
「
薬
学
へ
の
招
待
」（
両
学
科
共
通
）

□
「
化
学
、
物
理
」「
生
物
」「
有
機
系
」
な
ど
（
両
学

科
共
通
）
実
験
・
実
習
が
始
ま
る

□
薬
学
知
識
を
深
め
専
門
性
を
高
め
る

□
将
来
進
路
の
決
定
（
薬
科
学
科
）

■
転
学
科
試
験
（
薬
学
科

⇔

薬
科
学
科
）（
10
月
）

□
大
学
院
入
試
（
推
薦
）（
薬
科
学
科
生
受
験
）

□
大
学
院
入
試
（
1
次
）（
薬
科
学
科
生
受
験
）

■
医
療
系
三
学
部
合
同
中
期
教
育
（
薬
学
科
）

□
薬
学
部
共
用
試
験
（
O
S
C
E
）（
薬
学
科
）

□
大
学
院
入
試
（
2
次
）（
薬
科
学
科
生
受
験
）

□
薬
学
部
共
用
試
験
（
C
B
T
）（
薬
学
科
）

□
卒
業
研
究
発
表
（
薬
科
学
科
）

□
卒
業
（
薬
科
学
科
）

□
白
衣
式
（
薬
学
科
）

■
病
院
・
薬
局
実
務
実
習
（
各
2
カ
月
半
計
5
カ
月
）

□
実
務
実
習
報
告
会
（
4
・
8
・
12
月
の
３
回
実
施
）

■
医
療
系
三
学
部
合
同
後
期
教
育
（
薬
学
科
）

□
ア
ド
バ
ン
ス
ト
病
院
実
習
（
3
カ
月
）（
希
望
者
）

□
大
学
院
入
試
（
1
次
）

□
ア
ド
バ
ン
ス
ト
海
外
病
院
実
習
（
2
～
5
週
間
。
主

に
夏
休
み
。
希
望
者
）

□
卒
業
研
究
発
表

□
大
学
院
入
試
（
2
次
）

□
薬
剤
師
国
家
試
験
・
卒
業
（
薬
学
科
）

EV
EN

T
S

　

薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
薬
学
科
は
６
年
制
で
、
薬
局
や
病
院
で
行

う
実
習
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
創
薬
の
研
究

と
そ
の
た
め
の
技
術
習
得
に
力
を
注
ぐ
薬
科

学
科
は
４
年
制
で
す
が
、
学
生
の
多
く
は
大

学
院
に
進
み
ま
す
。
両
学
科
合
わ
せ
て
１
学

年
は
定
員
２
１
０
名
と
少
数
な
う
え
、
３
年

ま
で
の
講
義
や
実
験
は
共
通
の
も
の
が
多
く
、

研
究
室
も
大
半
は
ど
ち
ら
の
学
科
か
ら
も
所

属
で
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
に
は
一
体

感
が
あ
り
ま
す
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
が
連
携
し

て
取
り
組
む
”チ
ー
ム
医
療
“
が
重
要
視
さ

れ
る
な
か
、
薬
学
科
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持

つ
薬
剤
師
の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

﹁
医
学
部
と
看
護
医
療
学
部
の
学
生
と
合
同
で

行
う
、
症
例
を
仮
定
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
治
療
方
針
を
立
て
る
医
学

部
生
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
立
場
で
考
え

る
看
護
医
療
学
部
生
、
そ
し
て
最
適
の
薬
を

提
案
す
る
薬
学
部
生
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
知
恵

を
絞
っ
て
模
擬
チ
ー
ム
医
療
を
体
験
し
ま
す
。

お
互
い
の
考
え
方
や
役
割
を
知
る
い
い
体
験

で
し
た
﹂
と
話
す
の
は
五
十
嵐
彩
香
君
︵
薬

学
科
６
年
︶
で
す
。

　

３
年
次
の
終
わ
り
に
、
薬
学
科
か
ら
薬
科

学
科
に
転
学
科
し
た
浅
見
賢
仁
君
︵
薬
科
学

科
４
年
︶
は
、﹁
実
験
実
習
に
強
く
興
味
を

引
か
れ
、
薬
剤
師
よ
り
研
究
者
が
向
い
て
い

る
と
気
づ
き
、
転
学
科
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

今
は
週
６
日
実
験
漬
け
で
、
卒
業
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
﹂
と
言
い
ま
す
。

　

２
人
は
徒
歩
20
分
の
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
年
一
回
健
康
診
断
に
行
く
だ
け
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
目
の
前
の
東
京
タ
ワ
ー
に
は

﹁
近
す
ぎ
て
﹂
在
学
中
は
ま
だ
昇
っ
た
こ
と

が
な
い
そ
う
で
す
。

薬
学
部 

編

1年生2年生3年生4年生5年生6年生
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慶
應
義
塾
は
10
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
す
。

そ
し
て
、
各
学
部
の
授
業
は
、
他
学
部
の
塾
生
に

向
け
て
、
一
部
に
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
か
な
り

自
由
に
履
修
で
き
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す（
塾

生
W
e
b
サ
イ
ト
「
他
学
部
設
置
科
目
の
履
修
に

つ
い
て
」
参
照
※
）

　

さ
ら
に
義
塾
に
は
、
研
究
所
や
セ
ン
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
多
く
の
研
究
・
教
育
機
関
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
関
も
、
塾
生
が
履
修
で
き
る
多
彩
な

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
言
語
文
化
研
究
所
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
や
ア
ッ
カ
ド

語
の
よ
う
な
特
殊

言
語
の
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
し
、

斯
道
文
庫
で
は
寄
贈
や
寄
託
を
受
け
た
蔵
書
の
研

究
を
す
る
傍
ら
、
書
誌
学
に
つ
い
て
の
授
業
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
近
代
日
本
研
究
」
や
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
」、
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
論
」
な
ど
、
興
味
深
い
講
座
が
数
多
く

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
学
部
の
授
業
や
諸
機
関
の
講
座
を
履
修
す
る

こ
と
は
、
い
わ
ば
”知
の
拡
大
“
で
す
。
自
分
が

専
門
と
す
る
学
問
に
別
の
分
野
か
ら
の
別
の
視
点

多
彩
な
科
目
を
提
供
す
る
研
究
所
＆
セ
ン
タ
ー

言
語
文
化
研
究
所

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
、

ペ
ル
シ
ア
語
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
、
ア
ッ
カ
ド
語
な
ど

が
学
べ
る
特
殊
講
座
を
開
講
。

斯
道
文
庫

斯
道
文
庫
は
、
日
本
お
よ
び
東
洋
の
古
典
に
関
す
る
資

料
の
蒐
集
と
保
管
、
そ
の
調
査
研
究
を
行
う
機
関
。
研

究
の
傍
ら
、
所
蔵
す
る
古
典
籍
の
実
物
や
副
本
を
用
い

て
、
古
典
研
究
の
基
礎
と
な
る
書
誌
学
な
ど
の
科
目
を

開
講
。

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、

社
会
心
理
学
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
わ
る
科
目
を
開
講
。

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
、
福
澤
諭
吉
先
生

の
思
想
と
日
本
の
近
代
史
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ

科
目
を
開
講
。

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
イ

タ
リ
ア
語
の
９
言
語
の
科
目
を
開
講
。

教
養
研
究
セ
ン
タ
ー

問
題
意
識
の
喚
起
か
ら
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
実
践
的
に
学
ぶ
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
」

な
ど
、
理
解
し
、
考
え
、
表
現
す
る
力
を
養
う
ユ
ニ
ー

ク
な
科
目
を
開
講
。

国
際
セ
ン
タ
ー

日
本
や
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
内
容
を
中

心
に
、
す
べ
て
英
語
で
行
う
授
業
を
開
講
。
主
に
海
外

か
ら
の
留
学
生
向
け
で
す
が
、
日
本
人
学
生
も
履
修
可
。

体
育
研
究
所

球
技
、
武
道
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
30
種
類
以
上
の
実

技
科
目
を
開
講
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と

い
っ
た
、
普
段
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
種
目
の
授
業

も
提
供
。

塾生はどのように学び、過ごしているのか？

を
加
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
専
攻
す
る
分
野

を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
知
的
な
興
味
を
満
た
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
歴
史
好
き
の
理
工
学
部
の
塾
生
も
い
る

で
し
ょ
う
し
、
宇
宙
に
興
味
が
あ
る
経
済
学
部
の

塾
生
も
い
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
個
人
的
な
興
味

や
関
心
に
応
え
て
く
れ
る
授
業
が
、
義
塾
に
は
数

多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ち
ょ
っ
と
面

白
そ
う
」
と
気
軽
に
受
け
た
専
門
外
の
授
業
を
き

っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
世

界
が
広
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

学
部
に

よ
っ
て
は

異
な
る
キ

ャ
ン
パ
ス
、

見
知
ら
ぬ
教
室
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
も
ち
ょ
っ
と
刺
激

的
で
す
が
、
い
つ
も
と
違
う
環
境
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
で
、
共
通
の
興
味
を
持
つ
別
の
学
部
の
友

人
が
で
き
た
り
、
専
門
分
野
以
外
の
教
員
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
人
間
関
係
が
広
が
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

履
修
の
可
否
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
、
機
関
の
定
め
に
よ
る

ほ
か
、
事
前
の
選
考
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
科
目
を
履
修
し
て
取
得
し
た
単
位
が
卒
業
単
位
に
参
入
さ
れ
る

か
否
か
は
、
所
属
す
る
学
部
の
扱
い
に
よ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
履

修
案
内
な
ど
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※塾生 Web サイト ｢ 他学部設置科目の履修について ｣  URL  http://www.gakuji.keio.ac.jp/academic/rishu/tagakubu.html


